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第 2 言語習得と年齢との関係性  
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Miller，1999；Birdsong & Molis，2001）。  































 例えば，現在，英語検定試験として世界的に知名度の高い TOEFL に
おける 2012 年度の日本での Listening 平均得点は 30 点満点中 17 点で















































































ることが示されている（ e.g.， Höhle， Bijeljac-Babic， Herold，
Weissenborn，& Nazzi，2009；Jusczyk，Cutler，& Redanz，1993；
Jusczyk，Houston，& Newsome，1999； Karmiloff & Karmiloff-Smith，









ている（e.g.，Cutler，1994；Cutler & Mehler，1993；Cutler，Mehler，  
Norris，& Segui，1986，1992；Cutler & Norris，1988；Cutler & Otake，
1994，2002；Otake，Hatano，Cutler，& Mehler，1993；Otake，Hatano，










参照）。   
例えば， tent【CVCC】の単語は，音節の単位では の 1 つの分節





























した，VCV（ /ape/），CV（ /pe/），VC（ /ap/），VC1-C2V（ /at-pe）の刺
激音声を用いた，子音同定課題を実施した。その結果，日本語母語話者
は，CV の刺激音声に対しては，オランダ母語話者同様に，成績が高か





































で 3 つの音のまとまりとして認識してしまう（Figure 1 参照）。そのた

































































第 2 言語音声知覚変容における諸要因  







Baker & Trofimovich，2005；Baker，Trofimovich，Flege，Mack，& 
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& Yamada，2011；Huang & Jun，2011；Tsukada et al.，2005；Williams，
1979）。  





























第 4 節 日本語韻律的単位と記憶負荷の関連から捉える新たな観点  
 第 1 節で述べた通り，本研究では日本語韻律的単位に着目し，日本語
韻律的単位と記憶負荷の関連から先行研究を捉えなおした上で，以下に
記す 3 つの未検討な点を新たな観点として検討することとする。  




















ことができたが， ， ， ， の刺激に含まれる頭子音の反復が
比較的難しかった。また，CV 音韻構造での各音素の正反応率を用いて，




























第 3 に，第 2 言語の音声知覚においては，母語だけではなく，第 2 言
語の熟達化も影響を及ぼすことが示唆されている（例えば，大竹・山本，
2001）。では，第 2 言語の熟達化の影響は，熟達化していない 3 番目に
学習する言語の音声知覚にまで波及するのだろうか。例えば，声調言語
である中国語は，音節を単位としたリズムを持っている（e.g., Lin, & 






















































の英単語は 1 つの音のまとまりとして知覚されるのに対して，CVCV と
CVCVC の英単語は，2 つの音のまとまりとなるため，後者の方がより
記憶負荷がかかり，スパン成績は減尐すると考えられる。他方，モーラ
で分節化した場合，CVC と CVCV の英単語は，2 つの音のまとまりとな




る記憶負荷を生じさせるペアに注目する。例えば，CVC と CVCV は，
モーラで分節化された場合同じ記憶負荷であるが，音節で分節化された
場合，CVCV の記憶負荷が高く，CVCV の記憶スパンが小さくなる。同


















す影響を検討する（研究 1）。  
CV CVC CVCV CVCC CVCVC
音素単位 2 3 4 4 5
音節単位 1 1 2 1 2

























第 3 に，第 2 言語としての日本語の習得が，英語の音声知覚に及ぼす
影響に着目し，音節を韻律的単位とする中国語母語話者を対象として，
第 2 言語としての日本語の熟達化が英単語音声分節化傾向にもたらす影


















































日本の地方都市にある 2 つの公立幼稚園に通う日本語母語幼児 39 名
（男児；19 名，女児；20 名，平均年齢 67.2 ヶ月，年齢範囲 53 ヶ月～
74 ヶ月，SD=5.5），中国の広州にある幼稚園に通う中国語母語幼児 22
名（男児；12 名，女児；10 名，平均年齢 66.0 ヶ月，年齢範囲 58 ヶ月
～72 ヶ月，SD=3.7）を実験参加児とした。本研究において，4 歳児～6
歳児を参加児としたのは，湯澤・湯澤・関口・李（2012）にならった。
湯澤他（2012）は，4 歳児～6 歳児の日本語母語幼児（年齢範囲 51 ヶ月
～75 ヶ月）と中国語母語幼児（年齢範囲 50 ヶ月～70 ヶ月）を対象とし
て，英語非単語反復課題を行った結果，年齢による違いは見られなかっ

















憶スパン課題を用いた（5 種類の音韻構造に関しては Table 1 参照，各
リストで用いた刺激英単語に関しては，末尾記載の Appendix 1を参照）。
刺激リスト選別に際しては，以下の基準に基づいて作成を行った。  




， ， ，二重母音； ， ， ， ，長母音； ， ， ，


















第 3 に，CV で構成された音韻構造英単語のモーラ単位による分節数




























るように選別を行った。その際，CVCV と CVCVC に関しては CVC と








5 種類の音韻構造別英単語を参加児に提示する順序も 3 パターン用意し


















































































CVCVC のスパン成績，CVC と CVCC，CVCVC のスパン成績，そして，
CVCV と CVCC，CVCVC のスパン成績において，有意差が見られた。
すなわち，CV のスパンが最も大きく，次に，CVC と CVCV のスパンが
大きく，CVCC と CVCVC のスパンが最も小さかった。このような記憶
スパンのパターンは，Table 1 のモーラ単位の大きさとまさに逆であっ



















CVCC と CVCVC は，モーラで分節化された場合，同じ記憶負荷であり，
記憶スパンは等しいが（モーラパターン：CVC = CVCV，CVCC = 
CVCVC），音節で分節化された場合，後者の記憶負荷が高く，記憶スパ
ンが小さくなる（音節パターン：CVC > CVCV，CVCC > CVCVC）と
考えられる。一方，CVC と CVCC，  CVCV と CVCVC は，音節で分節
化された場合，同じ記憶負荷であり，記憶スパンは等しいが（音節パタ
ーン：CVC = CVCC，CVCV = CVCVC），モーラで分節化された場合，
後者の記憶負荷が高く，記憶スパンが小さくなる（モーラパターン：CVC 
> CVCC，CVCV > CVCVC）と考えられる。そこで，日本語母語幼児と






























の程度含まれているかを調べた。結果を Table 3 に示した。  






音節パターン n CVC > CVCV CVCC > CVCVC
日本語母語幼児 39 18 18
中国語母語幼児 22 11 13
モーラパターン n CVC = CVCV CVCC = CVCVC
日本語母語幼児 39 7 9
中国語母語幼児 22 4 1
モーラパターン n CVC > CVCC CVCV > CVCVC
日本語母語幼児 39 25 28 *
中国語母語幼児 22 11 8
音節パターン n CVC = CVCC CVCV = CVCVC
日本語母語幼児 39 12 10




     各分節化パターンの日本語母語幼児と中国語母語幼児で比較した際の検定結果。










































ない。第 2 に，単語のタッピング（例えば，「ピーナッツ」を 3 回タッ
ピングするか，5 回タッピングするか）によって意識的な分節化を検討
した Inagaki et al.（2000）では，幼児期から小学校入学にかけて，か













英単語を 1 つのまとまりとして知覚している可能性がある。実際，Table 
2 では，CV と CVCV のスパンが CVCC のそれと有意差はあるものの，








平均は 2.36 であった。この数は，Table 2 の平均記憶スパンと符合する。
このことは，音節再生数の増加は，中国語母語幼児にとって，言語的短
期記憶の容量に余裕があることを示している。このように，中国語母語








































Otake et al．，1996），尐なくとも 6 年以上の英語教育を受けた日本語母
語大学生・大学院生において，モーラまたは音節による英単語音声の分
節化がどの程度一般的なのかについては明らかでない。  
 そこで，研究 2-1 では，以下の 2 つを目的とする。  
























国立大学に通う日本語母語大学生および大学院生 60 名（平均年齢 20．
18 歳，範囲 18 歳～27 歳）を実験参加者とした。  
刺激と課題 





























英単語記憶スパン課題を実施した。実施時間は 40 分程度であった。  
英単語記憶スパン課題 研究 1 と同様の手続きで実施した。  
英単語記憶スパン課題における反応の評定基準 研究 1 と同様の基準
で評定した。 
 英語能力の評価 TOEIC 受講者で，TOEIC 成績の情報を伝えること
に同意した参加者は，51 名であった。これらの参加者の成績の中央値
（Med=520）を基準として，高低群に分類した。次に，参加者の英単語






高低群に分類した（高群 2 名，低群 6 名）。最終的に，高群 27 名，低群
33 名となった。  
 
結果 






憶スパンが最も大きく，次いで CVC と CVCV の記憶スパン，最後に










節者が 0 名であったのに対して，モーラ分節者は 12 名，混合分節者は







それぞれの群におけるモーラ分節者は，5 名と 7 名，混合分節者は，22





ているかを調べた。また，例えば，CVC と CVCC を比較したとき，後
者において，実際は記憶負荷が高いが，記憶スパンが 1 単語短くなるほ
どの違いはなく，結果として，CVC = CVCC となっている場合もあると
考えられる。一方，CVC > CVCC の場合，後者で記憶負荷が高いことは
明らかである。そのため，CVC > CVCV，CVCC > CVCVC（または CVC 
> CVCC，CVCV > CVCVC）のうち，尐なくともどちらかのパターンが
見られた参加者の数も求めた。結果を Table 5 に示した。  
英単語音声を音節で分節化する者の割合は，英語能力高群の方が多い
だろうという仮説をフィッシャーの直接確率法で検定した。その結果，
CVCC > CVCVC において，TOEIC 高群の割合が低群のそれよりも有意



























音節パターン n CVC > CVCV CVCC > CVCVC どちらか
英語能力高群 27 6 8 † 12 *
英語能力低群 33 3 4 7
モーラパターン n CVC = CVCV CVCC = CVCVC
英語能力高群 27 17 16
英語能力低群 33 26 23
モーラパターン n CVC > CVCC CVCV > CVCVC どちらか
英語能力高群 27 13 15 17
英語能力低群 33 14 13 17
音節パターン n CVC = CVCC CVCV = CVCVC
英語能力高群 27 10 11
英語能力低群 33 16 16
注．Cは子音，Vは母音を示す。単位は度数（人）。
      各分節化パターンの英語能力高低群で比較した際の検定結果。










合も，音節分節者が 0%（60 名中 0 名）であるのに対して，モーラ分節





 5 種類の音韻構造の英単語を用いた記憶スパン課題の成績は，CV が最
も高く，次いで CVC と CVCV，最後に CVCC と CVCVC であった。本






（Table 1）と単純に反比例していない。すなわち，CVC と CVCV の記
憶スパンは，CV のそれの 2 倍になっていないし，CVCC と CVCVC の













知度合いの評定パターン（CVC > CVCC > CVCV > CVCVC > CV）は，















TOEIC 平均得点が 520 点以上である。にもかかわらず，明確な音節パ
ターンである CVC > CVCV か CVCC > CVCVC のいずれかが見られた
48 
 




















（CVC=CVCV > CVCC=CVCVC）が 20%，完全に音節の分節化による























 そのため，研究 2-2 では，英語聴取能力の指標として，TOEIC の













Listening 得点が 300 点以上（平均得点 406.0 点，範囲 300 点～495 点）
かつ，英語圏への留学経験が有り（平均留学期間 5.6 ヶ月，範囲 3 ヶ月
～36 ヶ月），大学において，英語教育学を専攻している学生 24 名（平均
年齢 21.0 歳，SD＝1.71）を英語聴取能力高群とした。なお，英語教育
学を専攻していない参加者が 1 名いたが，英語圏への留学が 36 ヶ月と
最も長く，帰国子女であることから，英語聴取能力が高いと判断し，高
群に分類した。一方，TOEIC の Listening 得点が 230 点以下（平均得
点 168.3 点，範囲 100 点～230 点）かつ，英語圏への留学経験が無く，
大学入学以降，英語に関する授業等を意図的に受講していない学生 23
名（平均年齢 21.3 歳，SD＝0.63）を英語聴取能力低群とした。  
刺激と課題 





















課題を実施した。実施時間は 40 分程度であった。  
英単語記憶スパン課題 研究 1，研究 2-1と同様の手続きで実施した。  



































一方，英語聴取能力低群では，CV と CVCC，CVCVC のスパン成績，
CVC と CVCC，CVCVC のスパン成績，CVCV と CVCC，CVCVC のス














































































































































































































ガル中国語母語話者は，日本の大学に通う大学院生 24 名（平均年齢 24.8
歳，SD＝1.63）を対象とした。バイリンガル中国語母語話者の基準とし
て，3 年以上の日本語学習歴を持ち（平均学習歴 6 年），日本語能力検定
試験 2 級以上（うち，22 名が 1 級取得者）を有すると共に，日本におけ













実施時間は 30 分程度であった。  
英単語記憶スパン課題 研究 1，研究 2 と同様の手続きで実施した。  

















パン成績において，CV と CVC，CVCV のスパンに有意差が見られ，CV
と CVCC，CVCVC のスパンに有意傾向が見られた。つまり，CV を省く
すべての音韻構造間において同等の負荷量が生じている結果となった。
一方，バイリンガル話者では，CV と CVC，CVCV，CVCC，CVCVC の
スパン成績，CVC と CVCC，CVCVC のスパン成績，CVCV と CVCC，





















































































































































成していると考えられる（Otake et al., 1996）。おそらく，日本語に熟
達したバイリンガル中国語母語話者も，そのような構えを形成している
と推測される。いったん形成された構えは，英語の音声にも適用され，






























































下の 4 つの点を検討することで本研究を構成している。  












































































































































































































































































基づいた分節を行う（Cutler，1994；Cutler & Norris，1988； Cutler 





パン課題で用いた英単語は，全て 2 音節，3 モーラまでで構成された英
単語であり，それ以上の音節数，モーラ数で構成された英単語は用いて































& Nabelek，2002；Walley & Flege，1999）。例えば，Walley & Flege
（1999）は，5 歳児，9 歳児，成人の英語母語話者を対象として， /h_b/






























































より小さな単位である onset と rime の分析，さらに，onset と rime の
分析から音素の分析といった，より下位構造となる音韻認識へと発達す
ることが示唆されている（Liberman，Shankweiler，Fischer， & Carter，
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1 zeal 21 insist
2 fascinate 22 awkward
3 industrious 23 particularly
4 occasionally 24 occasion
5 stimulate 25 significant
6 punctual 26 facilitate
7 merely 27 entirely
8 excursion 28 apology
9 subtle 29 neatly
10 inhabitant 30 consequence
11 instantly 31 assimilate
12 utilize 32 consecutive
13 maturity 33 enhance
14 genuine 34 ingredient
15 endeavor 35 crucial
16 eventually 36 intentionally
17 comprise 37 recognize
18 immense 38 mirth
19 emergency 39 allegedly
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水口啓吾・湯澤正通・李 思嫻（2013）．日本語母語幼児における英単
語音声分節化傾向：英単語記憶スパンを用いての中国語母語幼児と
の比較による検討 発達心理学研究，24，171-182．  
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 なお，本論文で使用している Table，Figure においては，本論文作成
にあたり適宜改変している。  
 
